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F4-styleアルゴリズムのMQ問題に対する多項式選択方法
Polynomial selections on an F4-style algorithm for solving the MQ

problem
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あらまし
連立二次多変数代数方程式の解を見つける問題は MQ

問題と呼ばれており, MQ 問題は耐量子計算機暗号の候
補である多変数公開鍵暗号 (MPKC)の安全性の根拠と
して利用されており, MPKCの安全性評価の研究におい
て重要な課題として扱われている.

MQ 問題を効率よく解く方法として Gröbner基底を
計算するアルゴリズムが挙げられ，その代表的なアルゴ
リズムとして F4-style アルゴリズム [1] が知られてい
る. F4-style アルゴリズム による計算では有限体係数の
多項式環における多項式の剰余算 (reduction) が多用さ
れ，reduction に使用する多項式の選択はその計算の効
率性に大きな影響を与える. 例えばGröbner基底の計算
に必要な S多項式を計算するとき, S多項式の全次数が
小さくなるように多項式を選択していくと計算の効率が
良くなることが知られているが, 一方でこの選択方法よ
りも効率的な手法や事例が見つかっている.

本稿の貢献: 本稿では，様々な多項式選択法を F4-style

アルゴリズムに導入し，MQ 問題を解いた場合に最も効
率の良い多項式選択法を提案する. 結果としては [2]に
て用いられている second monomial を指標とした方法
を基にした選び方が最も効果があるということが数値実
験により得られた.
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